
(学年）第１学年，(教科・科目）数学・数学Ⅰ                    協働学習 

(単元)データの分析 

(本時のねらい)                     

 与えられたデータからヒストグラムや円グラフを作成することができる。（知識・技能）

散布図を作成し，２つの変量の間の相関を考察することができる。（数学的な見方や考え

方）また，考察したことをまとめ，相手に根拠を示して発表することができる。（思考・

判断・表現） 

 

（ICT 活用方法） 

電子黒板の活用（①目的②場面③方法）  
① ⅰデータ分析の導入において，同じデータでも見せ方の違いで異なる印象を与える

例を見せるため。 ⅱ班でまとめた意見を発表する際に，生徒が作成したグラフを説

明に用いるため  
② ⅰ導入（データ分析の意義について） ⅱ展開の後半（生徒の発表時）  
③ ⅰプレゼンテーションソフト ⅱエクセル  

 

(本時の展開) 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 

導入 

５分 

１．データ分析の意義

についてプレゼンす

る。  

・同じデータでも見せ

方の違いで異なる印象

を与える例を見せる 

・プレゼンテーション

ソフトで提示する。 

展開 

４０分 

２．前時で作成したグ

ラフを分析し，課題を

発見する。その課題に

ついて班で話し合う。

３．個人で作成したグ

ラフや分析結果を用い

て，グループで自由に

議論する。  

４．グループでまとめ

た分析結果から課題を

見つけ，その課題につ

いて論理的に表現でき

るようにする。その内

容をホワイトボードに

記入する。 

５．グループでまとめ

た課題を班ごとに発表

する。 

・違うデータを用いた

4 人～5 人の班を作成

し，そのデータをもと

に分析させる。 

・ワークシートに記入

させる 

 

 

・グループワークのル

ールを確認する。グル

ープ活動の苦手な生徒

をフォローする。 

 

 

 

・グループで意見をま

とめ、発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エクセルで作成した

グラフを提示する。 

 



まとめ 

５分 

本 時 の 学 習 を 振 り 返

り，ワークシートで自

己評価をする。 

・授業を振り，ワーク

シートに記入させる。 

 

(授業の様子)  

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 教材の投影方法         図２ グループワークの様子 

 
図３ 使用したワークシート 

 

(生徒の反応と課題，改善を要する点) 

 同じデータで作られた，違った印象を与える２つのグラフの画像を映し出すことで，板

書ではできない鮮明な違いを認識させることができた。また，導入に使用したクイズでは，

板書には時間がかかるが，あらかじめパワーポイントで作成しておくことで，時間を削減

することができた。後半の生徒たちが作成したグラフを使って班でまとめた意見を発表す

る時も，説得力がある説明につながったと思う。しかし，時間を削減できて，分かりやす

い画像を見せることはできるが，生徒に何が大切であるかを認識させることが難しい。よ

ってワークシート等で振り返らせて，大事なところは生徒自身で判断して書くことができ

るようにさせたい。  

  


